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１．薬ＶＡＮの概要

薬品マスタ

　（薬品患者テキスト出力）

薬品使用実績

　（IPC-EpiまたはSIPS）

発注データ（卸へ）

発注データ（他店舗へ）

出庫データ（他店舗へ）

仕入データ（卸から）

発注データ（他店舗から）

入庫データ（他店舗から）

薬VAN外部連携 キーエンスハンディー、エニフ

からの棚卸データ連携

上記２以外も対応可

参照薬ＶＡＮ

ｍｄｂコピーバッチプロ 薬ＶＡＮのＤＢをまるごとコピー

※データの連動はしないので

　参照のみの機能

ＪＡＮマスタ

プログラムバージョンアップ

オンラインサポート

バックアップ（センター）

インターネットパソコン

（薬ＶＡＮ）
システム：オークラ情報システム

日次業務

ご要望に応じて

随時

レセコン

（対応メーカ多数）

Ｖ ＡＮ ：四国データネットワーク株式会社

ネットワーク

または

ＵＳＢメモリ
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２．薬ＶＡＮの画面表示について

【トップ画面について】

53

56

58

60

62

65

66

72

75

76

【薬品明細行について】

薬ＶＡＮでは、多くの情報を一度に視覚的に表示するために、記号や、色分け表示を使用しています。

６）現在庫数（上段）

７）安全在庫数（下段）

２）不動品 ５）在庫月数（過剰品レベル）

１年以上出庫なし ６ヶ月以上保持

６ヶ月以上 ４ヶ月以上保持

３ヶ月以上 ３ヶ月以上保持

押下にて切替表示 押下にて切替表示

３）有効期限切迫（上段）

１）取扱状況 期限切れ～３ヶ月以内

◎ １０回以上／月 半年以内

○ ５回以上 １年以内

△ ２回以上

▲ それ以外

※ 稀品（手動で設定） 押下にて切替表示

４）来局予定（下段） ※青字の項目はシステム規定値で

　システム設定にて調整可能です。

基本処理メニュー 在庫保有額

安全在庫指標

他店の取扱状況

過去の入出庫状況

メモ

薬品情報

棚番

データ連携処理

未処理データのガイド

簡易抽出キー

薬品検索キー

自店の薬品情報（取扱品）
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 ３-Ⅰ．安全在庫数・来局予定とは？

　レセコンからのデータは、使用薬品の１日総量で引き渡しされるため、「来局予定」「安全在庫数」は、薬ＶＡＮ内で

自動計算されたものです。レセコンの在庫システムでは、手動で管理しなければならない項目が、自動管理できることが、

薬ＶＡＮの最大の特徴です。

【安全在庫とは】

・・・・・・・・・・・・・・

薬品使用量 ・・・・・・・・・・

【来局予定とは】

薬品使用量 Ｘ ・・・・・・・・・・0 0 14 0 0 0 0 0 0 0 0 56 0 0 0 0 ・・・・・・・・・・・40

この自動計算で、従来は時間をかけて手作業していた発注点設定、発注日指定が自動化されます。

必要があれば、薬局様の状況に合わせて、システム規定値の青字項目を調整して運用下さい。

5 0 0 28

前

日

１ 2

日

前

3

日

前

6

日

前

56 123

4

日

前

5

日

前

90

日

前

0

前 前

112 28

7 8

日 日

過去未来 現在

９０日間

３日間での使用量：５

２８

８４

１９６

２９１

２６３

安全在庫

過去９０日間の、

連続した３日間の使用総量を求め、

その最大値

この薬品は２９１個の在庫があれば、

出庫ラッシュが３日間続いても

安心ってことね！

過去現在

４ヶ月間

頻繁に出庫する薬品ではないが、

最終出庫から８日目ぐらいには

出庫があるかもしれないな！

最

終

出

庫

日

来局予定

過去４ヶ月の、出庫した（０ではない）日付の間隔を求め、

その最小値

出庫から出庫までの間隔：８日間

出庫から出庫までの間隔：２８日間

最終出庫日＋８日

来

局

予

定

日

ポイント

未来

Σ（薬価×現在庫数）
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安全在庫数

現在庫数

薬価

Σ（薬価×現在庫数）

Σ（薬価×安全在庫数）

「全ての薬品が安全在庫数になっている状態」を理想値として、

現在の在庫状況との差異が大きければ、

「ムダな在庫が多すぎる」って注意するべきなのね！
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４．発注処理

オンライン発注とは、発注データを通信で卸に送る発注方法です。

薬ＶＡＮのオンライン発注は、次の３種類の方法でできます。

Ⅰ 発注候補から発注する方法

Ⅱ ＧＴＩＮ(バーコード）の読み込みでデータ作成する方法

Ⅲ 薬品名を入力して作成する方法

各発注方法のメリット

Ⅰ 在庫精度が正確に運用していることが条件。発注が早く、在庫管理も楽になります。発注回数を減らすことができます。

Ⅱ 空箱になったら（使った薬品は）必ず発注される。

Ⅲ 人管理なので正確です。

各発注方法のデメリット

Ⅰ 急に大量出庫された薬品が欠品する恐れがある。

Ⅱ 空箱がなければ欠品する（引出に隠れた欠品）。在庫を減らす手間が増える。

Ⅲ 手間と時間がかかる。在庫管理は人材能力次第。

４-Ⅰ. 発注候補から発注する方法

（０）はじめに 発注候補を画面に表示させる方法。

を押してみて下さい。

黒:(絞り込み条件なし)取扱い品全品目

赤:当日使用分で安全在庫を下回った薬品

黄:前日に赤だったのに未発注だった薬品

（急ぎではない？）

紫:稀品設定した薬品

麻薬・高額薬品など自動発注を

避けたい薬品

赤（2回目）：発注データ作成後に処方が発生した薬品

青:黄を７日間経過した薬品

（発注不要？）

押下毎に、表示色が

（黒 → ）赤 → 黄 → 紫 → 赤→青

（→ 黒）と、変わります。

注意！夜11時～朝6時までは薬VANの通信はで

きません。
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（１）実際の発注作業のスタートです。

を押します

（２）発注候補の表示

をクリックして下さい

当日出庫があり安全在庫を下回った薬品が表示されます。

（在庫数のところが赤色になっている薬品）

（3）発注データの選択

 をクリックして画面の薬品をすべて選択します。

画面表示されている薬品(発注候補「赤」）が

すべて選択された状態になります
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（４）発注登録へ進みます

その状態で発注メニュー→登録を選択します

（５）発注数量の計算方法の選択

発注数量、発注包装の指定方法を確認して

をクリックします

発注画面に選択された薬品が移ります。

【発注数量計算方法】】

発注数量の計算方法が選択できます。

前回発注（仕入）数量

前回と同じ数量・包装を初期値とします。

安全在庫数を上回る最小数量→（月末向き）

安全在庫を満たす数量（包装）を初期値とします。

理論発注数 → （月初向き）

月末までに必要とする量（×掛率）を初期値とします。
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（６）発注データの編集をします 発注不要品の削除、発注先、発注日、包装規格、発注数

の編集をしていきます(ｱ)～(ｵ)

（ア）発注不要品の削除

ボタンをクリックして下さい

該当行が削除されます

ボタンをクリックして下さい

 

（イ）発注先の変更

マスタに登録されている発注先が初期表示されます。

 

今回発注先を変更したい場合はリストから発注先を選択できます。
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（ウ）発注日の変更

過去日は不可です

未来日にすると予約発注になり、当日まで確定されません。

（エ）包装規格の変更

仕入実績のある包装規格を選択できます

新規包装を選択したい場合は「包」ボタンをクリック、

「追加」をクリックすると選択肢に追加されます
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（オ）発注数の変更

（数量：箱数、総数量：バラ数量どちらでも可）

（７）発注データの確定

発注データの編集が終われば確定します

 ボタンをクリックして下さい

ボタンをクリックして下さい

 

（８）発注未確定データの確認

発注日が未来日（予約発注）のデータは画面に残ります

閉じるボタンをクリックして下さい

確定後は必ず通信処理を実施してください
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発注控えが出力されますので

店舗控えとして保管します

（９）発注データの送信

確定した発注データを卸へ送ります。

通信ボタンを押してください。

全部選択をクリックします。

通信開始ボタンを押します
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をクリックします

通信が正常終了したら閉じるをクリックします。

異常の場合は少し時間をおいて再通信してみてください。
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【薬ＶＡＮでの発注の送信方法について】

発注の送信方法は３つあります

オンライン発注

　　　　　　　　　ほとんどの医薬品卸様が対応しています

薬ＶＡＮで作成した発注データをデータセンターへ送信します

データセンターでは発注受信後即時処理で医薬品卸様の通信ボックスに投函します

卸様は一日何回か定時にデータセンターへアクセスしデータ受信します

データ連携で処理しますので、スピーディーかつ正確な発注ができます

ＦＡＸ発注

オンライン受信対応していない一部の規模の小さい卸様です

薬ＶＡＮで発注データ作成した時に発注書が印刷されます

その発注書を自力でＦＡＸ送信してください

オンライン非対応卸は仕入伝票データも届きませんので仕入伝票手入力します

電話発注

緊急に必要になった薬品は薬ＶＡＮで発注せずに電話にて発注するのがベストです

電話発注してもオンライン対応卸の場合は仕入伝票データはオンラインで届きます

【オンライン発注とは？】

オンライン発注データは、データセンターに送信されて即時振り分け処理されます。

各仕入先は、データセンターから自分宛ての発注データを取得します。

各仕入先がデータセンターから取得する時間は別途資料を見て下さい。

オンライン発注送信後に発注訂正がある場合は、各仕入先へ直接連絡してください。

オンライン発注のメリット、デメリット

メリット：発注が正確になります。また薬局、卸両方楽になります

デメリット：緊急時の発注は電話の方が早い場合があります

オンライン発注が全体の９０％以上になるようにしましょう

　データ取得

薬ＶＡＮ 随時発注データ データセンター

データ受信後

即時振り分け

仕入先

仕入先

仕入先
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 ※指定の薬品を発注候補から除外する方法（稀品管理）

麻薬や高額薬品など安全在庫自動計算による発注から外したい場合薬剤は稀品（人管理）として管理できます

 ※薬品にコメント入れておいて管理する方法

さらに自動発注の運用にのりにくい薬剤は稀品管理にプラスメモ欄を活用します

ここに✔をすると稀品管理となります

発注候補ボタンを押すと赤→黄→稀品の順番で表示さ

れます

ここにフリー入力できます

患者名、いつ取りに来るかなどメモしておきます
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４－Ⅱ．バーコード発注

（１）発注画面を表示させます

            → を選択します

（２）発注したい薬品の読み込み

GTINコード入力のところで発注したい薬品の

バーコードをスキャンします

別売のバーコードリーダで薬品の箱についている

バーコードを読み込みます

スキャンした薬品が明細行に表示されます

発注したい薬品ををスキャンしていきます

※同一薬品をスキャンすると発注数が

プラス１されます

（３）発注データの編集

発注先が変更できます
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発注日の変更ができます

過去日は不可

未来日は予約発注

未来日にした場合、当日が来るまで確定されずに

画面に残ります

包装規格の変更ができます

発注数の変更ができます

発注取りやめる場合は該当行の削除ボタンを

押します
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（４）発注データの確定

データの編集が終了したら確定ボタンを押します

を押します
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発注日が未来日は画面にそのまま残ります

を押します

（５）発注データの送信

必ず確定した発注データの

送信をしてください
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４－Ⅲ．発注候補を使用せず、一品目ずつ選択して発注

（１）発注薬品を選択していきます

薬品を検索します

検索結果から発注したい

薬品を選択します

次の発注薬品を検索します
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検索結果から発注薬品を選択します

選択した薬品を確認します

を押してください
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（２）発注画面を表示させます

　　　　　→

を選択します

発注数、包装選択方法を選んで

をクリックしてください

これ以降は４．発注処理と同じ

手順となりますのでそちらを参照

してください
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４－Ⅳ．店舗発注

店舗発注は、医薬品卸ではなくグループ店舗へ発注する発注方法です。

医薬品卸への発注と同様にオンラインで発注できます

店舗発注は包装にとらわれず、必要最小量で発注ができます。

店舗発注のフロー図は下記のとおりです。

発注店:在庫を必要とする店　　　出庫店：在庫を提供する店

事前に設定が必要です。グループ全店舗で運用を希望される場合は弊社サポートまでご連絡下さい。

発注店 出庫店

薬ＶＡＮの社内出庫にデータ受信

受注？

確定

店舗間移動（出庫）

納品伝票作成

納品データ返信

不可

発注店へ連絡しキャンセルする

店舗間移動（入庫）

店舗間移動（発注）

発注履歴削除

別店舗へ再発注
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（０）はじめに

店舗発注の時に見ればよいデータ

不動品：各店舗の色表示で重症度を表現 他店舗の過剰分の在庫数

青：９０日、黄：１８０日、赤：３６０日　以上出庫なし

（１）店舗発注開始

発注したい薬品を選択します

発注→登録を選択します

引渡可能数？

他店在庫

各店舗は不動品色分け（青、黄、赤）

下段は引渡可能数（とってくれたらうれ

しい数）

発注先

卸名のところを店舗に変更可能

卸名の下部の※は不動品の店舗が存在するこ

とをお知らせしています
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発注先を店舗へ変更します
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発注数量は箱数、バラ数量どちら
でも可

確定を押してください

　を押してください

を押してください
必ずデータの送信をしてください
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全部選択を押します

通信開始をします
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５－Ⅰ．店舗間移動（出庫）・・・薬VANで店舗発注した場合
（１）社内出庫データの確認

通信終了後に

　　　　　　　　　　　　　　　
のメッセージが表示されている場合は
入庫側店舗から発注が送られてきている
ことを表します

　　　→
を選択してください

発注データが確認できます。
画面各行の左端の移出の表示が
黄色反転している行は、入庫側
から送信されたデータであることを
表します。

（２）社内出庫データの編集

受注をキャンセル（出庫不能な場合）する
場合は削除にチェックします
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入庫側から送られてきたデータを訂正する
場合は、必ず確認画面が出ます

出庫数量の変更する場合は
バラ数量を指定してください

ロット、期限は原則必ず入力してください
ロット一覧を表示して選択すると自動的に
期限は入ります。

入庫履歴からロット、期限の一覧を表示します
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データの編集が終了したら全件確認チェック
を入れます

をクリックしてデータ作成と伝票発行
してください

納品書が印字されます
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のメッセージが表示されます。
先方へのデータ送信を必ず実施してください

をクリックして送信処理します

をクリックして全部選択させます
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をクリックします

通信が正常終了したら閉じるを押してください
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５－Ⅱ．店舗間移動（出庫）・・・電話で依頼をうけた場合
（１）社内出庫データの作成

出庫する薬品を検索します

　　　　　　　　　　　　　　　

該当薬品にチェック入れます

続けて出庫薬品がある場合は検索します
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を選択してください

（２）社内出庫データの編集
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取引先を一覧から選択してください

バラ数量を入力します
金額は自動計算されます

ロット、期限は必ず指定してください
ロット一覧を表示すると入庫履歴から
表示します

一覧からロットを指定すると期限は自動で
入ります
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データの編集が終了したら確定します
を入れます

をクリックしてデータ作成と伝票発行
してください

納品書が印字されます
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のメッセージが表示されます。
先方へのデータ送信を必ず実施してください

をクリックして送信処理します

をクリックして全部選択させます
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をクリックします

通信が正常終了したら閉じるを押してください
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 ５－Ⅲ．店舗間移動入庫

（１）社内移動入庫データを受信します

を押して出庫側が送ってくれた伝票
データを受信します

を選択して
全部選択します

をクリックします
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通信が正常終了したら

を押します

（２）社内入庫伝票データの確認と登録をします

社内移動データが受信できたら

のメッセージが表示されます

メニューを選択して画面表示させます
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一覧が表示されます
店舗ごとに入庫伝票チェックします

確認登録したい店舗を一覧から選択して
下さい

入庫伝票と入庫データを突合してあって
いたら確認チェックします
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引き続き他の店舗の伝票を突合したい
場合は店舗を選択します

入庫確認終われば全表示を押して
全件表示します

確定ボタンを押すと、確認チェックを
した薬品が確定されます
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未確認の伝票データは残ります
画面を閉じます
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 6．レセコン払出処理 薬VAN導入後にレセコンの種類が変わる場合は移行作業が発生するのでお知らせ下さい。

レセコンで処方箋入力した薬品情報を薬ＶＡＮに取り込み、在庫更新させます。

処理の流れ（レセコン側の手順は機種によって異なります。下記画面は一例です。）

レセコンの「薬品マスタ抽出」、「薬品使用量抽出」を実施します。

薬ＶＡＮへ取り込みします。在庫から引き落としされます。

６－Ⅰ．レセコン使用量抽出処理（必ず医薬品マスタと使用量をセットで抽出してください）

薬品マスタ抽出

出力を押すと「C:\SaChozai\Usermst\」に「YAKU.CSV」というファイルが出力されます。

USBに取る場合は上記出力先からUSBにコピーをしてください。

ファイル出力先「C:\SaChozai\Usermst\」

出力ファイル名「ＹＡＫＵ．ＣＳＶ」

薬ＶＡＮデータ出力

『マスタ作成』を
クリックします。

『薬局ﾏｽﾀCSVﾌｧｲﾙ出力』
をクリックします。

『出力』を
クリックします。
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薬品使用量の抽出
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【レセコン使用量データの仕組み】

指定期間の日々の薬品毎の使用量が抽出されます

抽出期間の日々の使用量データは薬ＶＡＮ側で同期間を洗替えて取り込みします

同じ期間のデータを何回でもとり直しできます（データは重複しません）

過去の処方を修正した場合は、修正した期間のデータをレセコンから抽出して薬ＶＡＮに取込みしてください

毎月１０日までは、前月分と当月分を抽出して薬ＶＡＮへ取り込みしてください

毎月１０日以降は、当月分を抽出して薬ＶＡＮへ取り込みしてください

１０月 １１月 １０日

１０月１日～１１月１０日までを抽出して取り込み １１月１日～１１月月末日までを抽出して取り込み

『追加メニュー』を
クリックします。

『オーダーサポート』を
クリックします。

指定期間を入力後
『実行』をクリックします。

指定期間の指定
毎月１０日まで
前月１日～本日まで

毎月１０日過ぎたら
当月１日～本日まで
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６－Ⅱ．払出データ処理

　ＵＳＢメモリでの運用の場合は、事前にＵＳＢメモリを差し込んでください。

　トップ画面の［レセコン］を起動します。

（４）取込確認のメッセージが表示されたら、［閉じる］でレセコンデータ取込からトップ画面に戻ります。

33

【払出のしくみ】

薬ＶＡＮは、レセコンで管理しているコード（薬価収載単位）で在庫管理しています

レセコンからの払出データもレセコン管理コード単位で出力されます

レセコンで管理しているコードをマッチングさせることで在庫から引き落としさせます。

アンマッチ

マッチ

過去にエラーになっているデータは、

赤字で表記されます。

エラー原因と対処は【払出のしくみ】

［どちらも取り込む］で２つ✔がつきます

取込対象のデータに✔をつけます

条件設定後、［取込開始］を実行します

レセコンマスタ

管理コード
薬ＶＡＮ

管理コード

レセコンマスタ

管理コード
薬ＶＡＮ

管理コード
×在庫引き落としされません

原因：レセコンの薬品マスタ連携忘れ

てる可能性があります

対応：レセコンの薬品マスタを連携して

ください

◎在庫引き落としされます
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７-Ⅰ．仕入返品伝票処理（オンライン対応卸）

Ⅰ．オンライン対応卸

（１）［通信］画面（仕入データ受信）

［通信］を実施します

［通信］処理は、送受信区分を一括して実行しても

問題ありません。

［仕入データ受信］を選択します

［通信開始］を選択します

卸仕入でデータ確定を実施して、

初めて在庫数が変動します。

仕入未確定データあり

仕入データの受信が完了しています

実伝票と付合せしてデータ確定を実行できます

［はい］を選択します

［ＯＫ］を選択します

［閉じる］を選択します
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（２）［入庫 → 卸仕入］画面を起動します。
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62

65

66

72

75

76

83

大量の卸伝票を処理するときは、絞り込み条件を設定し、

表示されている分毎に確定✔すると操作しやすくなります。

（４）伝票の確認が終われば［確定］を押下します。

仕入データ受信時、上記のように薬品コードが自動表示されない場合があります。

この明細はこのままでは［確定］することができません。

この場合一度、薬ＶＡＮ上で「どの薬品コードと連動するか？」を設定する必要があります。

ＪＡＮコードと、薬品コードの紐付が出来れば、次回の仕入時は、自動的に該当の薬品コードに紐付ます。

手順は下記（５）から

納品伝票（実在庫）が届いている場合は

確定に✔を入れます

データの受信と、実際の納品には、タイムラグが生じる場合があります。

卸毎に、データ送信のタイムスケジュールが違うので、事前に確認しておきましょう。

ポイント

確定できない薬品がある場合
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（５）該当の行の［薬品登録］を押下します。

（６）薬品コードを紐付します。

　確認メッセージが表示されます

（７）薬品コードがセットされ、伝票確定が可能になりました。

卸からのＪＡＮ名称

①仕入れた薬品の呼び出し名を2～3

文字入力してエンターキーを押すと右

側に候補が表示されます

③ＪＡＮ名称と、

レセコンの名称の同期がとれました

④購入形態と

レセコン上の登録単位と販売会社が

問題ないか確認してください

⑤［確定］を押下します

②仕入れた薬品の呼び出し名をダブ

ルクリックします
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食品やマスクなど薬VANに医薬品マスタがなく薬VANで在庫管理の必要もない品目の場合は

器材OTCフラグをクリック、確認メッセージが表示されたら「はい」を選択します。

「確定」をクリックして下さい。

仕入の画面に戻ると呼び出し名が紫色に変わります。後は通常どおり確定して下さい。

ドレニゾンテープやヤーズ配合錠を仕入た場合、管理している単位によって包装総数に注意して下さい。

例）ヤーズ配合錠28錠×3シートを仕入れた場合

単位「錠」で管理している場合、もし包装総数が3になっていたら84に変更して下さい。

器材OTCフラグの確定

包装総数の注意点
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セット商品の仕入処理について

チャンピックススタート用パックやイメンドカプセルセットなどの商品は卸から通信で届いた納品データ

はそのまま確定処理ができないので削除してから伝票の手入力処理が必要です。

通信で届いた納品データは「削」チェックをつけて確定して下さい。

薬VANのトップ画面に戻り入庫→伝票入力をクリックします。

①卸からの伝票を見ながら「日付」「取引区分」「取引先」「伝票№」を入力します。

①

②

②呼出し名にチャンピックス錠0.5mgの呼出名を入力してエンターキーを2回押して下さい。

③薬品名が表示されたら局内コードをダブルクリックして下さい。数量は※11と入力します。

※1セットの場合

③

④同じ要領でチャンピックス錠1mgも入力します。数量は※14と入力します。

※1セットの場合

⑤金額は伝票の合計金額に合うように今までの仕入単価を元に按分をして入力して下さい。

⑥必要に応じてロット№と有効期限も入力して下さい。（必須項目ではありません）

⑦内容を確認して右下の「確定」をクリックして下さい。在庫数に反映されます。

（「確定」ではなく「次へ」の場合はデータが卸仕入画面に移行しています。通常どおり卸仕入画面で

確定して下さい。）

④
⑤ ⑥

☆薬VANのバージョンがVer.2018.ｘｘ.ｘｘ以前が対象です。
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７-Ⅱ．仕入返品伝票処理（オンライン非対応卸）

（１）オンラインに対応していない卸の納品伝票の登録

入庫メニューの

を選択します

卸からの納品伝票を見ながら
日付：伝票の納品日
取引区分：仕入、返品
取引先卸
伝票番号：伝票の番号
を入力します。

伝票の明細を入力します
薬品を検索します
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検索したい薬品の読み仮名
を入力してENTします

検索結果が表示されます
一覧の中から該当薬品を選択
します

薬品が選択されたら
数量（バラ数量）、税抜金額
ロット、有効期限を入力
します
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伝票明細が入力できたら

を押します

をクリックします

次の伝票がある場合は引続き
入力してください
すべての伝票が入力できたら

を押します

⑥必要に応じてロット№と有効期限も入力して下さい。
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８-Ⅰ．社外出庫（零売出庫）

（１）出庫対象の薬品に✔を入力し、［出庫 → ✔社外出庫］画面を起動します。

（２）確認メッセージが表示されます。［進む］を選択します。

（３）［社外出庫］の画面に移動します。

ロット・有効期限を選択

できます。（先入先出）

手入力も可能です。

[複写]で、同一薬品・別ロットの

記載も可能です。

取引先を選択します

・一度に複数の相手先の入庫処理も可能です。

・取引の多くない相手先はマスタ登録不要で、

取引先名称の手入力で済ますこともできます。

数量を入力します。

取引先マスタの設定に応じて、

売価（薬価or納入価）が表示

されます。

手入力にて修正も可能です。
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（４）入力が完成したら、[確定]を押下します。

（５）メッセージが表示されますので[はい]を選択します。

（６）納品書が印刷されます。（納品書印刷設定が必要）

全ての項目が入力を終わったら、

[確定]を押下します。
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８－Ⅱ．社外入庫（零売入庫）

（１）入庫対象の薬品に✔を入力し、［入庫 → ✔社外入庫］画面を起動します。

（２）確認メッセージが表示されます。［進む］を選択します。

（３）［社外入庫］の画面に移動します。

取引先を選択します

・一度に複数の相手先の入庫処理も可能です。

・取引の多くない相手先はマスタ登録不要で、

取引先名称の手入力で済ますこともできます。

取引先マスタの設定に応じて、

売価（薬価or納入価）が表示

されます。

手入力にてで修正も可能です。

ロット・有効期限を入力

できます

数量を入力します。
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（４）入力が完成したら、[確定]を押下します。

（５）メッセージが表示されますので[はい]を選択します。

全ての項目が入力を終わったら、

[確定]を押下します。
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９．廃棄ロス

（１）出庫対象の薬品に✔を入力し、［出庫 → ✔その他出庫］画面を起動します。

（２）確認メッセージが表示されます。［進む］を選択します。

（３）［その他出庫］の画面に移動します。

ロット・有効期限を選択

できます。（先入先出）

手入力も可能です。

適要を指定します

数量を入力します。

備考には摘要に対する

理由を明記します
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（４）入力が完成したら、[確定]を押下します。

53

（５）メッセージが表示されますので[はい]を選択します。

（６）期間帳票から入力したロス一覧表の出力ができます。

全ての項目が入力を終わったら、

[確定]を押下します。
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１０．品名変更処理

（１）品名変更

旧薬品を検索します

該当の薬品を選択します
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品名変更メニューの

を選択します

①画面の左側の薬品が旧薬品に

なっていることを確認します

②品名変更後の薬品名のところ

をダブルクリックします

変更候補が一覧に表示されます

※旧薬品と同薬効の薬品です

新薬品があればその行をダブル

クリックします
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旧薬品と新薬品を確認します

品名変更が正しければ

を押します

新薬品に在庫が移りました

在庫だけでなくマスタ情報

も移行されます
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１１．期限切迫品

押下毎に、表示色が

（黒 → ）青→黄→赤 （→ 黒）と、変

わります。

有効期限切れまで

赤：３か月以内

黄：６ヶ月以内

青：１２ヶ月以内
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１２．不動品出庫
（１）不動品の色分け

（２）不動品の表示

不動期間

赤：１年以上不動

黄：６ヶ月以上不動

青：３ヶ月以上不動

押下毎に、表示色が

（黒 → ）青→黄→赤 （→ 黒）と、変わり

ます。
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（３）不動品の出庫をします

をクリックして不動品を表示します

１回クリックなら：青、黄、赤がすべて出庫対象

２回クリックなら：黄、赤が出庫対象

３回クリックなら：赤が出庫対象

を選択して、画面の薬品をすべて選択します

出庫メニューの

を選択します

をクリックします
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不動品の引取先を見つけて出庫画面に表示します

取引先の箇所が空白のものは、今回は引き取っ

てくれる店舗が見つかりませんでした

をクリックして除外します

不動品を受け入れてくれる店舗があれば

その店舗宛てのデータを表示させます
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をクリックして出庫データを作成します

納品書も出ます

のメッセージが表示されるので必ず送信してください
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を押します

を選択して全部選択します

をクリックします
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をクリックします

通信が正常終了したら

をクリックします
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１３．登録後データの修正について

（１）登録後のデータ修正の方法

　ここでは仕入を例に説明しますが、他のデータの修正方法も同じ手順で修正できます

　但し、処方と棚卸は手順が異なります。各データの修正方法を参照してください

まず、登録履歴を表示させます
入庫メニューの

を選択してください

修正するデータの確定日の

をクリックします

指定日に確定されたデータが
表示されます
一覧の中から該当データの

をクリックします

をクリックします
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訂正ボタンをクリックしたデータ
は、そのデータを最初に登録
した画面に戻ります

この例では仕入データなので
入庫メニューの

を選択します

訂正ボタンを押したデータが

と表示されます
「訂正モード」

データの修正が終われば

をクリックしてください

71  ページ



訂正データが確定されました

を押して画面を閉じます
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１４-Ⅰ．棚卸_はじめに

薬ＶＡＮには、薬品ごとに棚卸する方法と棚番ごとに棚卸する方法があります。

それぞれどのようなときに適しているのでしょうか。

＜薬品ごとに棚卸＞

　薬品名順に棚卸するとき

　ひとつの薬品につき、ひとつの棚番を設定しているとき

　薬VAN導入時、初期在庫設定のための棚卸をするとき

＜棚番ごとに棚卸＞

　薬品を棚ごとに保管しているとき

　とくに、ひとつの薬品を複数の棚番に保管しているとき

どちらの方法で棚卸するか決まったら、それぞれのページに進みます。

Ⅰ 棚卸_はじめに
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１４-Ⅱ．薬品ごとに棚卸

以下のようなときは薬品ごとに棚卸すると簡単にできます

　薬品名順に棚卸するとき

　ひとつの薬品につき、ひとつの棚番を設定しているとき

　薬VAN導入時、初期在庫設定のための棚卸をするとき

☆棚卸の注意点☆

　1､在庫を数えるタイミング

　　 実棚数は業務終了時点の在庫（その日の最終在庫）を計数してください

　2､入出庫の伝票

　　 例）３月３１日に棚卸（実棚計数）する場合

　　 ３月３１日付の納品分、出庫分は（伝票が到着していなくても）実棚数に加味してください

　　 ４月１日付の納品分、出庫分は実棚数から除外してください

　3､予製管理している場合

　　 予製在庫をゼロにしてから棚卸をしてください

　　＜手順＞

　　 ①ゼロにする前の予製在庫を帳票出力しておきます

　　 ②予製在庫をゼロにします

　　 ③予製薬品を棚に戻してから実棚計数します

　　 ④棚卸データ確定まで行います

　　 ⑤棚卸がすべて終了したら①の帳票を見て予製在庫を作ります

　　 ※もし予製在庫をゼロにしないで棚卸する場合は

　　 予製分を除いた数を計数する必要があります（予製在庫が正しいことが前提です）

Ⅱ 薬品ごとに棚卸

次のページから、薬品ごとに棚卸する手順をみていきましょう。　　
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1-1 事前設定_薬品ごとに棚卸

"設定"-"システム設定"を

　クリックします

1-2 事前設定_薬品ごとに棚卸

①"棚卸設定"をクリックします

②"下記設定の並びで棚卸する"を選択します

③並替項目、並び順、改ページを選択します

④"設定更新"をクリックします

2-1 棚卸記入表の出力

日付を棚卸日にして

"再読込"をクリックします

数える当日なら操作不要です

2-2 棚卸記入表の出力

①表示を何回かクリックして

　"取扱品"を表示します

②"棚卸"-"棚卸記入表"を

　クリックします

"システム設定"をクリックします"設定"-"システム設定"をクリックします

③並替項目、並び順、改ページ有無を選択します

①"棚卸設定"をクリックします

②"下記設定の並びで棚卸する"を選択します

④"設定更新"をクリックします

"棚卸記入表"をクリックします②"棚卸"-"棚卸記入表"をクリックします

①

"日付"ボタンをクリックします日付を棚卸日にし、

再読み込みをクリックします
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3-1 実棚計数

①実棚在庫を数え、棚卸記入表に書き込みます

　☆単位に注意！

　　 棚卸記入表の単位で計数します

②棚卸記入表にない薬品があった場合は、余白に品名と在庫数を記録しておきます

　　　　☆実棚数

　　　　　　業務終了時点の在庫数（その日の最終在庫数）を数えてください

　　　　☆予製管理しているとき

　　 　　　棚卸前に予製在庫をゼロにした場合⇒全体の数を記入

　　　　　 棚卸前に予製在庫をゼロにしていない場合⇒予製分を除いた数を記入

　　　　　　※詳細は「2、薬品ごとに棚卸」の「　3､予製管理している場合」を参照ください

4-1 実棚数入力

日付を棚卸日にして

"再読込"をクリックします

数えた当日なら操作不要です

☆棚卸日以前の未確定データは

  すべて確定した状態で実棚数入力に

  進んでください

4-2 実棚数入力

①表示を何回かクリックして

　"取扱品"を表示します

②全チェックのボタンをクリックして

　チェックを付けます

③"棚卸"-"✔実棚数入力"をクリックします

☆棚卸日以前の未確定データが残っていると

　 棚卸画面に進めません

4-3 実棚数入力

棚卸記入表に書き込んだ実棚数を

入力していきます

入力するかＥｎｔｅｒキーを押すと

黄色に変わります

修正のない実棚数はそのままでＯＫです

作業を中断するときは"閉じる"を

クリックします

"✔実棚数入力"をクリックします③"棚卸"-"✔実棚数入力"をクリックします

記入表の在庫数を入力していきます

作業を中断するときは"閉じる"ボタンをクリックします

実棚計数の注意点

"日付"ボタンをクリックします日付を棚卸日にし、

再読み込みをクリックします

①

②全チェックのボタンをクリックします
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　　　　 ☆"閉じる"ボタンと"確定"ボタン

 　　　  作業を中断するときは "閉じる"をクリックします

　　　　  ※"確定"をクリックすると入力途中でもすべて確定されてしまうのでご注意ください

 　　　　 ※入力途中で閉じてもそれまでの入力は保持されます

　　　 　 ※入力を再開するときは日付の変更や再読込、チェックは不要です

　　　　 ☆"画面クリア"ボタン

　　　　　"画面クリア"をクリックすると棚卸画面のデータがすべてクリアされます

　　　　　実棚数入力をやり直すときなど、データをすべてクリアしたいときのみクリックしてください

4-4 実棚数入力

"帳票"ボタンで

画面の帳票を出力できます

帳票と棚卸記入表の数を比較し、

入力した数に間違いがあれば修正します

入力がすべて完了したら

"確定"ボタンをクリックします

※空白はゼロとみなします

5-1 棚卸記入表余白に手書きした分の入力

日付を棚卸日にして

"再読込"をクリックします

数えた当日なら操作不要です

5-2 棚卸記入表余白に手書きした分の入力

①呼び出し名、または薬品名で

　検索します

②チェックをつけます

③"棚卸"-"✔実棚数入力"をクリックします

「4-3 実棚数入力」～「4-4 実棚数入力」

と同じ手順で実棚数を入力して確定します

入力がすべて完了したら"確定"ボタンをクリックします

画面の帳票を出力できます

②チェックをつけます

①呼び出し名か薬品名で検索します

棚卸画面の注意点

"日付"ボタンをクリックします日付を棚卸日にし、

再読み込みをクリックします

"✔実棚数入力"をクリックします③"棚卸"-"✔実棚数入力"をクリックします
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6-1 棚卸履歴の確認

"棚卸"-"棚卸履歴"をクリックします

6-2 棚卸履歴の確認

該当日の"履歴"をクリックします

6-3 棚卸履歴の確認

"差"ボタンをクリックすると、

実棚数と理論在庫の差が大きい順に

表示されます

帳票を出力できます

"帳票"、"帳票（単価）"は

それぞれ薬価金額、取引金額で出力されます

"詳細"が付くボタンは

有効期限、データ備考の情報が追加されます

6-4 棚卸履歴の確認

"印刷設定"から印刷できます

"レポート出力"からエクセルにできます

"棚卸履歴"をクリックします"棚卸"-"棚卸履歴"をクリックします

"履歴"ボタンをクリックします

"差"ボタンをクリックします

帳票を出力できます

"レポート出力"からエクセルにできます

"印刷設定"から印刷できます
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7-1 在庫表の出力

"設定"-"システム設定"を

　クリックします

7-2 在庫表の出力

①"棚卸設定①"をクリックします

②在庫表の設定をします

③"設定更新"をクリックします

＜原価計算方法＞

・最終入庫単価：在庫計算日から遡って

　　　　　　　　　　　　　最終の入庫単価

・薬価還元法：薬価×薬価還元率

・マスタ単価：現時点のマスタ単価

・先入先出：この選択肢は無視してください

7-3 在庫表の出力

在庫表を出力したい日付を入力し、

"再読込"をクリックします

7-4 在庫表の出力

"棚卸-"在庫表"をクリックします

※帳票設定①で

メニュー画面の抽出・並び替えに依存する

にチェックをつけている場合

⇒在庫表に出力する薬品を絞りたいときは

　"棚卸-"在庫表"に進む前に

　出力したい薬品を抽出します

③"設定更新"をクリックします

①"棚卸設定①"をクリックします

②在庫表の設定をします

"在庫表"をクリックします"棚卸"-"在庫表"をクリックします

"システム設定"をクリックします"設定"-"システム設定"をクリックします

"日付"ボタンをクリックします日付を棚卸日にし、

再読み込みをクリックします

79 ページ



7-5 在庫表の出力

①在庫計算日が在庫表を出したい

　日付になっていることを確認します

②「在庫表種別」※を選択します

在庫表種別は以下の3つから選べます

・標準

・標準（薬価差表示）

・成分・規制・後発で集計

③"出力"をクリックします

7-6 在庫表の出力

"印刷設定"から印刷できます

"レポート出力"からエクセルにできます

※在庫表種別

7-5で在庫表種別「成分・規制・後発で集計」を選択すると以下のような在庫表が出力できます

　　　　・在庫数を間違えた！⇒同じ棚卸日で再度棚卸すると在庫数が上書きされます

　　　　　　　　　　　　　　　誤って入力した薬品だけチェックして棚卸をすればOKです

　　　　・棚卸日を間違えた！⇒日付を修正しますので、

　　　　　　　　　　　　　　　オークラ情報システム　薬VAN問合せ窓口までご連絡ください

以上で薬品ごとの棚卸作業は完了です。おつかれさまでした。　　

確定した棚卸データを修正したいとき

"レポート出力"からエクセルにできます

"印刷設定"から印刷できます

②「在庫表種別」を選択します。

①在庫表を出したい日付になっているか確認し

てください

③"出力"ボタンをクリックします
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１４-Ⅲ．棚番ごとに棚卸

以下のようなときは薬品ごとに棚卸すると簡単にできます

　棚番ごとに棚卸するとき

　ひとつの薬品につき、2つ以上の棚番を設定しているとき

☆棚卸の注意点☆

　1､複数の棚に分けて管理している場合

　　 それぞれの棚に在庫がいくつあるか数えます

　　 棚卸を確定すると各棚の在庫数が合算されます

　2､在庫を数えるタイミング

　　 実棚数は業務終了時点の在庫（その日の最終在庫）を計数してください

　3､入出庫の伝票

　　 例）３月３１日に棚卸（実棚計数）する場合

　　 ３月３１日付の納品分、出庫分は（伝票が到着していなくても）実棚数に加味してください

　　 ４月１日付の納品分、出庫分は実棚数から除外してください

　4､予製管理している場合

　　 予製在庫をゼロにしてから棚卸をしてください

　　＜手順＞

　　 ①ゼロにする前の予製在庫を帳票出力しておきます

　　 ②予製在庫をゼロにします

　　 ③予製薬品を棚に戻してから実棚計数します

　　 ④棚卸データ確定まで行います

　　 ⑤棚卸がすべて終了したら①の帳票を見て予製在庫を作ります

　　 ※もし予製在庫をゼロにしないで棚卸する場合は

　　 予製分を除いた数を計数する必要があります（予製在庫が正しいことが前提です）

Ⅲ 棚番ごとに棚卸

次のページから、棚番ごとに棚卸する手順をみていきましょう。　　
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1-1 事前設定_棚番ごとに棚卸

"設定"-"システム設定"を

　クリックします

1-2 事前設定_棚番ごとに棚卸

①"棚卸設定"をクリックします

②"棚番毎に棚卸する"を選択します

③"設定更新"をクリックします

1-3 事前設定_棚番設定のルール

①棚番を設定する際は

　必ず棚番1から順に設定します。

②複数の棚番を設定する場合は

　メインの棚を棚番1に、

　そのほかを棚番2、棚番3･･･に設定します

※①は必ず守ってください

1-4 事前設定_棚番設定　未設定のマスタを表示する方法1

＜棚番順に並び替え＞

①"表示"ボタンを何回かクリックして

　"取扱品"を表示します

②"画面切り替え"ボタンを何回か

　クリックして棚番の画面を表示します

③棚番1の欄をクリックします

　（どの薬品でもOK）

④"AZ↓"（昇順で並び替え）ボタンを

　クリックします

⇒棚番未設定のマスタが上部に表示されます

②"棚番毎に棚卸する"を選択します

必ず棚番１から設定します

棚を分けて管理している場合は

棚番１、棚番２･･･と順に設定します

④"AZ↓（昇順で並べ替え）"ボタンをクリックします

②"画面切替"ボタンを何度かクリックして棚

番の画面を表示します

③棚番1の欄をクリックします。

（どの薬品でもＯＫ）

"システム設定"をクリックします"設定"-"システム設定"をクリックします

①"棚卸設定"をクリックします

③"設定更新"をクリックします

①
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1-5 事前設定_棚番設定　未設定のマスタを表示する方法2

＜棚番未設定のマスタのみ表示＞

①"表示"ボタンを何回かクリックして

　　"取扱品"を表示します

②"抽出（簡易版）"をクリックします

③棚番"設定なし"を選択します

④"実行"をクリックします

⇒棚番未設定のマスタのみ表示されます

2-1 棚卸記入表の出力

日付を棚卸日にして

"再読込"をクリックします

数える当日なら操作不要です

2-2 棚卸記入表の出力

①表示を何回かクリックして

　"取扱品"を表示します

②"棚卸"-"棚卸記入表"を

　クリックします

3-1 実棚計数

①実棚在庫を数え、棚卸記入表に書き込みます

　☆単位に注意！

　　 棚卸記入表の単位で計数します

②棚卸記入表にない薬品があった場合は、余白に品名と在庫数を記録しておきます

　　　　☆実棚数の注意点

　　　　　 業務終了時点の在庫数（その日の最終在庫数）を計数してください

　　　　☆予製管理しているとき

　　　　　 棚卸前に予製在庫をゼロにした場合⇒全体の数を記入

　　　　　 棚卸前に予製在庫をゼロにしていない場合⇒予製分を除いた数を記入

　　　　　　　　　※詳細は「3、棚番ごとに棚卸」の「3､予製管理している場合」を参照ください

③棚番"設定なし"を選択します

②"抽出(簡易版)"ボタンをクリックします

④"実行"をクリックします

実棚計数の注意点

①

"日付"ボタンをクリックします日付を棚卸日にし、

再読み込みをクリックします

"棚卸記入表"をクリックします②"棚卸"-"棚卸記入表"をクリックします

①
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4-1 実棚数入力

日付を棚卸日にして

"再読込"をクリックします

数えた当日なら操作不要です

☆棚卸日以前の未確定データは

  すべて確定した状態で実棚数入力に

  進んでください

4-2 実棚数入力

①表示を何回かクリックして

　"取扱品"を表示します

②全チェックのボタンをクリックして

　チェックを付けます

③"棚卸"-"✔実棚数入力"をクリック

　します

☆棚卸日以前の未確定データが残っていると

 　棚卸画面に進めません

4-3 実棚数入力

棚卸記入表に書き込んだ実棚数を

入力していきます

入力するかＥｎｔｅｒキーを押すと

黄色に変わります

修正のない実棚数はそのままでＯＫです

　　　　 ☆"閉じる"ボタンと"確定"ボタン

  　　　 作業を中断するときは "閉じる"をクリックします

 　　　  ※"確定"をクリックすると入力途中でもすべて確定されてしまうのでご注意ください

  　　　 ※入力途中で閉じてもそれまでの入力は保持されます

 　　　  ※入力を再開するときは日付の変更や再読込、チェックは不要です

　　　　 ☆"画面クリア"ボタン

　　　　　"画面クリア"をクリックすると棚卸画面のデータがすべてクリアされます

　　　　　データをすべてクリアしたいときのみクリックしてください

記入表の在庫数を入力していきます

作業を中断するときは"閉じる"ボタンをクリックします

棚卸画面の注意点

"✔実棚数入力"をクリックします

②全チェックのボタンをクリックします

③"棚卸"-"✔実棚数入力"をクリックします

"日付"ボタンをクリックします日付を棚卸日にし、

再読み込みをクリックします

①
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4-4 実棚数入力

"帳票"ボタンで

画面の帳票を出力できます

帳票と棚卸記入表の数を比較し、

入力した数に間違いがあれば修正します

入力がすべて完了したら

"確定"ボタンをクリックします

※空白はゼロとみなします

5-1 棚卸記入表余白に手書きした分の入力

日付を棚卸日にして

"再読込"をクリックします

数えた当日なら操作不要です

5-2 棚卸記入表余白に手書きした分の入力

①呼び出し名、または薬品名で

　検索します

②チェックをつけます

③"棚卸"-"✔実棚数入力"をクリックします

「4-3 実棚数入力」～「4-4 実棚数入力」

と同じ手順で実棚数を入力して確定します

6-1 棚卸履歴の確認

"棚卸"-"棚卸履歴"をクリックします

すべて入力が完了したら"確定"ボタンをクリックします

画面の帳票を出力できます

②チェックをつけます

①呼び出し名か薬品名で検索します

"✔実棚数入力"をクリックします③"棚卸"-"✔実棚数入力"をクリックします

"棚卸履歴"をクリックします"棚卸"-"棚卸履歴"をクリックします

"日付"ボタンをクリックします日付を棚卸日にし、

再読み込みをクリックします
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6-2 棚卸履歴の確認

該当日の"履歴"をクリックします

6-3 棚卸履歴の確認

"差"ボタンをクリックすると、

実棚数と理論在庫の差が大きい順に

表示されます

帳票を出力できます

"帳票"、"帳票（単価）"は

それぞれ薬価金額、取引金額で出力されます

"詳細"が付くボタンは

有効期限、データ備考の情報が追加されます

6-4 棚卸履歴の確認

"印刷設定"から印刷できます

"レポート出力"からエクセルにできます

7-1 在庫表の出力

"設定"-"システム設定"を

　クリックします

"履歴"ボタンをクリックします

"差"ボタンをクリックすると、実棚数と理論在庫の差が大き

い順に表示されます

帳票を出力できます

"レポート出力"からエクセルにできます

"印刷設定"から印刷できます

"システム設定"をクリックします"設定"-"システム設定"をクリックします
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7-2 在庫表の出力

①"棚卸設定①"をクリックします

②在庫表の設定をします

③"設定更新"をクリックします

＜原価計算方法＞

・最終入庫単価：在庫計算日から遡って

　　　　　　　　　　　　　最終の入庫単価

・薬価還元法：薬価×薬価還元率

・マスタ単価：現時点のマスタ単価

・先入先出：この選択肢は無視してください

7-3 在庫表の出力 ＜メニュー画面の抽出・並び替えに依存する＞

チェックをつけていたら、トップ画面の抽出・

並替条件で在庫表を出力できます

在庫表を出力したい日付を入力し、

"再読込"をクリックします

7-4 在庫表の出力

"棚卸-"在庫表"をクリックします

※帳票設定①で

メニュー画面の抽出・並び替えに依存する

にチェックをつけている場合

⇒在庫表に出力する薬品を絞りたいときは

　"棚卸-"在庫表"に進む前に

　出力したい薬品を抽出します

7-5 在庫表の出力

①在庫計算日が在庫表を出したい

　日付になっていることを確認します

②「在庫表種別」※を選択します

在庫表種別は以下の3つから選べます

・標準

・標準（薬価差表示）

・成分・規制・後発で集計

③"出力"をクリックします

③"設定更新"をクリックします

①"棚卸設定①"を開きます

②在庫表の設定をします

"在庫表"をクリックします"棚卸"-"在庫表"をクリックします

"日付"ボタンをクリックします在庫表を出力したい日付を入力し、

"再読込"をクリックします

②「在庫表種別」を選択します。

①在庫表を出したい日付になっているか確認し

てください

③"出力"ボタンをクリックします
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7-6 在庫表の出力

"印刷設定"から印刷できます

"レポート出力"からエクセルにできます

※在庫表種別

7-5で在庫表種別「成分・規制・後発で集計」を選択すると以下のような在庫表が出力できます

　　　　・在庫数を間違えた！⇒同じ棚卸日で再度棚卸すると在庫数が上書きされます

　　　　　　　　　　　　　　　誤って入力した薬品だけチェックして棚卸をすればOKです

　　　　・棚卸日を間違えた！⇒日付を修正しますので、

　　　　　　　　　　　　　　　オークラ情報システム　薬VAN問合せ窓口までご連絡ください

以上で棚番ごとの棚卸作業は完了です。おつかれさまでした。　　

確定した棚卸データを修正したいとき

"レポート出力"からエクセルにできます

"印刷設定"から印刷できます
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